
 

吉備高原医療リハビリテーションセンターにおける治験等の実績紹介 

 

【病院の概要】 

・ （１）中枢性・末梢性麻痺（脊椎損傷・脳血管障害・頭

部外傷・神経麻痺等） 

 （２）四肢・脊柱の障害（四肢切断・外傷・腰痛・関節

疾患等） 

 （３）呼吸器疾患（喘息・呼吸不全等）への対応。 

・被災労働者・障害を持つようになった勤労者等を早期に

収容し高度なリハビリテーション医療を行い、早期社会

復帰を図る。 

・転院される方を除く社会復帰率は80～90％を達成。 

・中四国の労災病院やその他の病院とネットワークを作り連携。 

 

【診療機能状況】 

（１）地域医療は外来及び一般病棟で対応している。対応困難なものは岡山医療センターを主とする急性期

病院に紹介し、逆紹介を受けるようにしている。 

平成29年度の時間外・救急患者310名、岡山医療センターへの紹介患者115名、逆紹介139名。 

（２）専門的リハビリテーション対象患者は地域に関係なく受け入れている。平成 29 年度の退院リハビリ

テーション対象患者のうち岡山県外37.10％。 

 

【臨床研究において積極的に行っていること】 

当センターはリハビリテーション専門病院で、リハビリテーション治療を目的に入院する疾病の多くが脊

髄損傷であることが特徴である。脊髄損傷のリハビリテーション医療においては合併症の管理が非常に重要

であり、主にそれに関わる臨床研究を行っている。 

（１）合併症に関する研究 

①脊髄損傷の褥瘡予防に関する研究（車椅子、ベッド、便座、車のシート等における座面圧力値の測定） 

②脊髄損傷の排便管理に関する研究（排便障害に対する食物繊維の効果の検討、大腸通過時間の測定、

下剤の使用を含めた良好な排便管理の検討等） 

③脊髄損傷の疼痛に関する研究（脊髄損傷における神経障害性疼痛に対する薬物の効果） 

④脊髄損傷の自律神経過反射に関する研究（排便時の血圧・脈拍に関する研究） 

⑤脊髄損傷の呼吸機能障害に対する研究（胸郭の動きの分析、呼吸理学療法の効果） 

（２）その他 

①再生医療を視野に入れた、歩行用ロボット装具を用いた歩行に関する研究 

②脊髄損傷者に多いとされる生活習慣病に関する研究（食事に関するもの、運動量に関するもの） 

 

【今後進めていきたい研究】 

・現在行っている上記研究を確立するともに、経済面など社会に対するアプローチについても更に積極的に

研究していきたい。そのことにより更に症例数が増え、治療法が深化し、在宅困難な症例の社会復帰にも

繋がるように進めていきたい。 

・当センターは、社会的使命である高度リハビリテーション専門機関であるとともに、地勢的に幅広い地域

の医療ニーズにも応えなければならない。今後はリハビリテーション領域、整形外科領域を中心に幅広い

分野で新しい医薬品開発を目指した治験に積極的に参加し、受託課題数を増やしていきたいと考えている。
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吉備高原医療リハビリテーションセンター治験受託基本情報（2019年4月1日現在）

施 設 情 報

病 院 長 德弘　昭博

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.kibirihah.johas.go.jp

所 在 地 〒716-1241 岡山県加賀郡吉備中央町吉川7511

－ 休 会 月 －

申 請 書 受 付 締 切 －

迅 速 審 査 －

電 子 カ ル テ

治験審査委員会委員長 設置なし

委 員 構 成 －

開 催 回 数 （ 定 例） － 開 催 日

依 頼 者 の 出 席

治 験 事 務 局

治 験 事 務 局 長 薬剤部長　冨岡　謙二

標 準 業 務 手 順 書 電 子 媒 体 に よ る 提 供 最終改定日：2018年10月1日

治 験 契 約 書 電 子 媒 体 に よ る 提 供

治 験審査委 員会

院 内 Ｃ Ｒ Ｃ 無

常 勤 専 任

常 勤 兼 務

非 常 勤

治 験 書 式 統 一 書 式 統 一 書 式 以 外 の 書 式

Ｐ Ｍ Ｄ Ａ の 実 地 調 査 の 受 入 経験無

治 験 契 約 件 数（2018年4月1日～2019年3月31日） 機構本部からの紹介 その他

治 験 管 理 室

契 約 ま で の 手 順

ヒアリング（薬剤部長）（治験実施手順書・書式の入手等）→ヒアリング（Ｄｒ・薬剤部長）→申

請、資料提出（薬剤部長）→審議→承認→指示決定通知書→契約（会計課）

初 回 ヒ ア リ ン グ ～ 契 約 締 結 期 間

Ｓ Ｍ Ｏ 契 約 有
委 託 業 者 数 2 社 社名：イスモ、サイトサポート・インスティテュート

委 託 業 務 ＣＲＣ派遣、治験事務局業務、ＩＲＢ支援業務

放 射 線 科 情 報
実施可能な撮影 ・ 照射 一般撮影装置、ＣＴ、ＭＲＩ

当 直 体 制 （ 救 急） 放 射 線 技 師 数

直 接 閲 覧 時 モニターによる医療機関ＰＣ（ＥＤＣ用）の閲覧 モニター持参ＰＣの院内ＬＡＮ接続

電子症例報告書の受入

書類の15年以上の保管

画 像 記 録 の 複 写

当 直 体 制 （ 救 急） 臨 床 検 査 技 師 数

検 査 科 情 報

実 施 可 能 な 検 査 一般検査（血液、生化、血清、尿）、細菌検査、生理検査（肺機能検査、心電図、筋電図、脳波、超音波）

外 注 検 体 検 査 外 注 先 岡山医学検査センター（治験に関しては会社を問わず受入可）

院 内 検 査 基 準 値 最終改定日：2014年1月22日

検 査 機 器 の 外 部 精 度 管 理 ・ 認 定 の 有 無 認 定 書 の 複 写

薬 剤 師 数

薬 剤 部 情 報

治 験 薬 管 理 者 薬剤部長　冨岡　謙二

治 験 薬 保 管 場 所 薬剤部 温度記録、冷所保管管理及び施錠管理

第三 者 機関 を通 し た 治 験 薬の 搬 入 ・ 回 収 の 受入 経験有

当 直 体 制 （ 救 急）

記録 の 頻度



 

ヘリカルＣＴ

核医学

検査機器

ガンマカメラ

ＳＰＥＣＴ

放射線

治療機器

直線加速装置

コバルト60

アフターローディング

マイクロトロン

ガンマナイフ

その他

ＰＥＴ

乳房撮影装置

保 有 医 療 機 器

医療機器名 詳細

Ｘ線等

診断機器

ＭＲＩ
1.5テスラ GEヘルスケア[Signa Explorer]

ＣＴ

血管撮影

装置

心臓専用

頭部・腹部・四肢専用

汎用型

ハイパーサーミア

マルチスライスＣＴ
16列 キャノンメディカルシステムズ[Aquilion Lightning]

歯科 ✔

泌尿器科

リハビリテーション科 ✔

皮膚科

神経内科

アレルギー科

標 榜 診 療 科

診療科名 治験実施可能診療科 診療科名 治験実施可能診療科

内科 ✔

整形外科 ✔
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過去５年間の治験の実績

診 療 科 年 度 治 験 領 域 対 象 疾 患 試 験 の 分 類 相 進 捗 状 況 実施数
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